



























































　調査対象は、調査①理科の好嫌度、②理科の得意・不得意度については、平成26 ～ 28年の 5 ・ 6 月に、










































とても好き 少し好き あまり好きではない 全然好きではない 回答数（人）
平成26年度  9（16.4%） 26（47.3%） 16（29.0%）  4（7.3%）  55
平成27年度 19（33.3%） 26（45.7%） 10（17.5%）  2（3.5%）  57
平成28年度  8（12.1%） 33（50.0%） 20（30.3%）  5（7.6%）  66





























理科の自由研究を小学 1 年で 2 割、小学 3 年で 4 割強、小学 5 年で 6 割を超えた高い比率で行っている
が、中学 3 年で 3 割弱まで減少し、高校に入るとほとんど行わないという結果が出ている。こういった
表2　理科に対する得意・不得意度
とても得意 少し得意 あまり得意ではない 全然得意ではない 回答数（人）
平成26年度 8（14.5%） 21（38.3%） 19（34.5%） 7（12.7%） 55
平成27年度 12（21.1%） 22（38.5%） 20（35.1%） 3（5.3%） 57
平成28年度 7（10.6%） 27（41.0%） 23（34.8%） 9（13.6%） 66













実験・観察技能項目 自信がある ややある ややない 自信がない
虫めがねの使い方（小 3 ） 35（27.8%） 69（54.9%） 19（15.0%）  3（ 2.3%）
温度計の使い方（小 3 ） 33（26.2%） 69（54.8%） 21（16.7%）  3（ 2.3%）
モンシロチョウ・アゲハチョウの飼育 18（14.3%） 31（24.6%） 48（38.1%） 29（23.0%）
方位磁針の使い方（小 3 ） 27（21.4%） 47（37.4%） 40（31.7%） 12（ 9.5%）
動植物の野外観察（小 3 ・ 4 ） 30（23.8%） 49（38.9%） 42（33.3%）  5（ 4.0%）
アサガオ・ホウセンカ等の栽培（小 3 ） 24（19.0%） 40（31.7%） 50（39.8%） 12（ 9.5%）
台はかり・電子てんびんの使い方 25（19.8%） 47（37.4%） 44（34.9%） 10（ 7.9%）
星座早見の使い方（小 4 ） 10（ 7.9%） 30（23.8%） 65（51.6%） 21（16.7%）
マッチ・アルコールランプの使い方 72（57.2%） 38（30.2%） 13（10.3%）  3（ 2.3%）
簡易検流計・電流計の使い方（ 3 ・ 4 ） 13（10.3%） 41（32.5%） 50（39.7%） 22（17.5%）
実験用ガスこんろの使い方（小 4 ・ 5 ） 30（23.8%） 49（38.9%） 35（27.8%） 12（ 9.5%）
上皿てんびんの使い方（小 5 ） 27（21.4%） 51（40.5%） 37（29.4%） 11（ 8.7%）
生物・双眼顕微鏡の使い方（小 5 ） 40（31.7%） 64（50.8%） 18（14.3%）  4（ 3.2%）
ろ過の仕方（小 5 ） 28（22.2%） 50（39.8%） 40（31.7%）  8（ 6.3%）
気体検知管の使い方（小 6 ） 15（11.9%） 33（26.2%） 54（42.9%） 24（19.0%）
メスシリンダーの使い方（小 5 ） 33（26.2%） 47（37.3%） 32（25.4%） 14（11.1%）
リトマス紙の使い方（小 6 ） 42（33.3%） 46（36.5%） 33（26.2%）  5（ 4.0%）
駒込ピペットの使い方（小 6 ） 33（26.2%） 43（34.1%） 34（27.0%） 16（12.7%）
薬品の扱い方と実験の注意（小 5 ・ 6 ）  9（ 7.1%） 52（41.3%） 49（38.9%） 16（12.7%）
葉のデンプンの検出（ヨウ素でんぷん反応） 24（19.0%） 55（43.7%） 40（31.7%）  7（ 5.6%）
手回し発電機の使い方（小 6 ） 23（18.3%） 38（30.2%） 47（37.2%） 18（14.3%）
コンデンサの使い方（小 6 ）  3（ 2.4%） 20（15.9%） 58（46.0%） 45（35.7%）
てこの実験（小 6 ） 25（19.8%） 51（40.5%） 38（30.2%） 12（ 9.5%）
地層の野外観察（小 6 ） 15（11.9%） 40（31.7%） 56（44.5%） 15（11.9%）
ガスバーナーの使い方（中 1 ） 47（37.3%） 51（40.4%） 23（18.3%）  5（ 4.0%）
実験レポートの書き方（中 1 ） 8（6.3%） 33（26.2%） 61（48.5%） 24（19.0%）
気体の発生と捕集の実験（中 1 ） 22（17.5%） 41（32.5%） 52（41.3%） 11（ 8.7%）
電圧計の使い方（中 2 ） 10（ 7.9%） 36（28.6%） 54（42.9%） 26（20.6%）
天体望遠鏡の使い方（中 3 ）  9（ 7.1%） 26（20.6%） 51（40.6%） 40（31.7%）











を「ぜひ担当してみたい」・「できれば担当してみたい」と希望する学生が約 6 割いる。前述した約 6 割
の小学校教員が理科授業を苦手としているという結果に比べれば、この段階においてはまだ理科の授業を
敬遠しているわけではないことがわかる。
　表 1 「理科に対する好嫌度」と表 2 「理科に対する得意・不得意度」、表 4 「教育実習における小学校
理科の担当希望」を対比してみると、「理科がとても・少し好き」と回答した学生が 7 割超をしめるもの
の、理科が「とても・少し得意」と回答した学生や、教育実習での理科の担当希望「ぜひ・できたら担当






























平成27年度 13（22.0%） 22（37.3%） 19（32.2%） 5（8.5%）  59
平成28年度 10（16.9%） 23（39.0%） 23（39.0%） 3（5.1%）  59













































平成27年度  6（40.0%）  8（53.3%） 1（6.7%） 0（0%） 15
平成28年度  4（25.0%） 11（69.0%） 1（6.0%） 0（0%） 16













3 ） 国際数学・理科教育動向調査 2011（TIMSS2011）、国立教育政策研究所編、明石書店





























大日本図書，2015　たのしい理科 小 3 年～ 6 年．
大日本図書，2012　理科 中 1 年～ 3 年．
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